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第20回精境リモートセンシングシンポジウム
（千葉大CEReS共固刹朋研究殺告会）

2019年2月14日

探査機リモートセンシングデータを
用いた火星大気環境の研究

野口克行、上田真由（奈良女子大）

入江仁士（千葉大）

林寛生（富士通FIP)

・地球のすぐ外側を公転する惑星
- 1火星年： 約2地球年
ー直径： 地球の半分強
ー重力加速度地球の3分の 1
ー大気： 地球の100分の1以下
➔地球（の中陪大気）に似た気象が存在

・火星気象の特徴
ーダスト（地表から鐸い上がったチリ）
太陽光を吸収して局地的に大気を加熱

ー水氷雲（微呈ながらもH20が存在）
赤外放射により局地的に大気を冷却

➔火星大気の熱収支に影響を与える

研究の目的
火星探査機による大気リモートセンシング観測か
ら得られた気温、ダスト、雲の統計解析

特に、 2変数の相間係数を計算。相関の強い箇所に
活目（気温とダスト、ダストと雲、気温と雲の各相関）

各物理量の相互作用とし--］
火星気象・気候に与える影響を評価

火星大気気温・ダスト・水氷雲の観測
米国の火星探査機 MRO 赤外放射計 MCS
(MarsReconnaissance Orbiterl, （MariCIim叩tesounderl
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・バンドパスフィルタ式、リム（大気縁）観測
・地表～高度80km ｀入z~ 5km （スケールハイトの約半分）
・元データは100万本以上の高度プロファイル
解析の際は、 Ls（時間）、緯度、経度それぞれで5度毎で
平均、格子化して、 netCDF化［野口と林、 2017]
➔netCDFファイルは．奈良女サーバで公開

• GrADSで可視化しやすいようにコマンド等を整備

相関係数の計算

回

L.s=S度

Ls=O度高度方向
(105グリッド）.. 

経度方向(72グリッド）で
2変数の相関係数を、
計算

緯度方向(72グリッド｝

玲間方向し←5度（約10日）
毎(72グリッド）

次から示す図は、

ある緯度・高度にて｀
1回でも強い正相閲
(r>0.7)または負相関

(r<-0.7)が見つかった
場合をプロット
（火星年29)

ダストと気温の相関
昼＇

赤道～南半球で正相関
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各緯度・高度で．ダストと気温の東西方向の相
1111を計算 if.>D.7．書く叩

夜'|高高度で只相問
低高度で正相関. 
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・昼間の正相関：ダストによる加熱によると思われる

・夜間

ー正相関：特定経度域（タルシス山）における変動の影響？

ー負相関：ダストによる放射冷却？
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夜間の赤道域低高度(154Pa面）

専高練：気温
正相関が見られる領域
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ダストと気瀑の東西分布
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夜間の赤道域高高度(34Pa面）
負相関が見られる領域
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ダストと水氷雲の相関
昼 1 相関l9ま見られない

各緯度・高度で．ダストと水氷雲の夏西方
向の相1111を計算

夜 正相関
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・ダストによる放射冷却で、周囲の大気が冷やされ雲が生成

•もしくは、ダスト自体が雲の凝結核として働いている可能性
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気温と水氷雲の相関
昼｀

各緯度・高度で、気温と水氷雲の烹西方
向の相関を計算
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昼・夜共に負相関が支配的

•上昇流・気温低下に伴う雲生成

•もしくは、（特に夜間で）放射冷却

まとめ
・火星探査機MRO搭載の赤外放射計MCS観測データを用い
て、水氷雲・気温・ダストの2変数の相関を調ぺた

データの解釈の途中ではあるが・・・
・ダストと気温：
ー昼間は正相関
ー赤道域夜間．高度で正相関・負相関の違いが見られた

・ダストと水氷雲夜間に正相関
・気温と水氷雲：負相関

➔数値モデルとの比較を検討

• netCDF化したMCSデータを奈良女サーバで公開中
ー他の研究者にも広く利用されることを期待
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